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現在、新型コロナウイルスの感染者が増え続けています。まだまだコロナ禍が続きますが、 

ウイルスや寒さに負けずに乗り越え、元気に春をむかえましょう。自分ができる予防を心がけ

て元気なからだづくりを心がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健だより 2 月号

 

唐津青翔高校

保健室 2022.2 

２月の保健目標 心身の健康生活を実践しよう。 

若者のネット・ゲーム利用時間が増加しています。 

ネット利用時間の増加は、治療が必要な依存症であ

る「ゲーム障害」となるリスクを高めるもので、この

コロナ禍にその予備軍と考えられる人も増えていま

す。以下の項目に 5つ以上当てはまる場合は、ネット

依存の可能性があります。（キンバリー・ヤング博士の

テスト～竹内和雄による翻訳より～） 

★チェックしてみましょう! 

□ネットに夢中になっていると感じる 

□予定より長時間使用する 

□制限しようとして上手くいかなかったことがある 

□使用しないと落ち着かない、イライラする 

□熱中していることを隠すために家族らにうそを   

 ついたことかある 

□使用時間がだんだん長くなっている 

□ネットのせいで人間関係を台無しにしたことがある 

□トラブルや嫌なことから逃げるために使用する 

ネット依存を予防するには？ 

〇規則正しい生活習慣を心がける 

〇使用時間を決める 

〇スマホ以外の楽しみを持つなどスマホから 

離れる時間をもつ 

感染症予防をしましょう 

新型コロナウイルス感染症の変異株は、強い感染⼒を有しています。 

体がだるい、熱がある、のどに違和感があるなど、いつもと体調が異なる 

時は、登校を控え医療機関に連絡して受診してください。 

 

マスク着用、手洗い、3 密の回避など、基本的な感染対策をお願いします。 

学校では、密閉を避けるために換気をしてください。 

また、マスクを外す場面、特に食事をするときなどは飛沫が飛ばないよう 

に黙食を心がけましょう。 
 



 

2 つの絵を見くらべて、７つの間違いをさがそう！ 答えは保健前に掲示 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 


